
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親同士、先輩保護者や関係者の方と悩みを共有し、将来に向けて歩みを進めていきましょう！ 

 

 

                                                                    

 

お子さんの今、将来に向けての悩みや 

自分自身の在り方などについて一緒に考えてみませんか？ 

 

健康の森学園共同生活事業所・サービス管理責任者の田邉康治氏をシンポジ 

ストとしてお迎えし、障害のある子どもたちが地域で自分らしく生活していくために

何をしておくことが大切か、福祉の立場からお話をいただきます。また、実際に地域

で生活している障害のある方から「働きながら暮らすこと」について現状を伺いなが

ら、卒業後の地域生活や、仕事に通うことへのイメージを膨らませます。 

【シンポジスト】 

田邉 康治 氏 （健康の森学園共同生活援助事業所 サービス管理責任者） 

安達   弘 氏 （健康の森学園支援施設卒業生）       

  重廣 智之 氏 （健康の森学園支援施設卒業生） 

講演 

日時   令和７年９月１６日（火）  

９：３０～１２：３０ 

小学校、中学校、特別支援学校に通う 

障害のあるお子さんの保護者・関係者の皆さん  

 

 

「障害のある子が地域で生活していくために、今何をすべきか 

親としてすべきこと（仮題）」  

講師   藤林 小百合 氏 （瀬戸内市知的障害者相談員） 

障害のある子どもが、地域で生活していくために必要なことを、親の視点でお話をいただきます。 

 

詳しい日程や会場、申し込み方法など詳細については、７月上旬頃に事務局校（健康の森学園支援学校）

ホームページに掲載する予定です。 

シンポ

ジウム 

Zoom開催 

メイン会場：健康の森学園支援学校 

サブ会場：県内特別支援学校 

 

事務局：健康の森学園支援学校  


